
この「能力表解説モジュール」では、２１世紀型コミュニケーション力育成のため
の能力表とはどんなものかについて知るとともに、その基本的な考え方につい
て理解します。そして。国語や道徳の能力表について理解することにより、教科
や領域における能力表の見方を深め、２１世紀型コミュニケーション力能力表の
ポイントを確認します。 
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21世紀型コミュニケーション力とは、「主体的に情報にアクセスし、収集した情報から課
題解決に必要な情報を取り出し、自分の考えや意見を付け加えながらまとめ、メディア
を適切に活用して伝え合うことにより深めていくことができる能力。」のことで、これを身
に付けるために３つのスキルを設定してあります。 「・人やメディアにアクセスするスキ
ル」、「・複数の情報から必要な情報を取り出し、新たに情報を生成するスキル」、「・メ
ディアを活用しながら表現交流し合うスキル」。このスキルを、どの学年のどの場面で
育成してあるかを「対話」「交流」「討論」「説得・納得」の４段階で示してあるのが、21世
紀型コミュニケーション能力表なのです。 
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これが２１世紀型コミュニケーション能力表です。「対話」「交流」「討論」「説得・納得」の
４段階で捉え、各段階には「聞く・わかる」「話す・伝える」のように、情報の「受け手」と「
伝え手」の２つの能力をもとに作られています。「対話」は１年生から２年生程度、「交流
」は２年生から４年生程度、「討論」は３年生から５年生程度、そして、「説得・納得」は５
年生から６年生程度として、レベル分けをしてあります。さらに、「対話」と「交流」を協調
的レベル、「討論」と「説得・納得」を主張的レベルとしてあります。これらによって、体系
的かつ螺旋的に能力が育成されるようになっています。 
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これは国語の３，４年生の能力表です。「交流」の段階で６つの活動内容の示してあり
ますが。「討論」では３つの活動内容を示してあります。これらは学習指導要領国語科
編の記述に沿ったものです。 

１，２年生、５，６年生も同様の考えで活動内容を示してあります。 
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これは国語の３，４年生の能力表です。「交流」の段階で６つの活動内容の示してあり
ますが。「討論」では３つの活動内容を示してあります。これらは学習指導要領国語科
編の記述に沿ったものです。 

１，２年生、５，６年生も同様の考えで活動内容を示してあります。 
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２１世紀型コミュニケーション能力表をこの図をもとに整理すると、次のようなことが言
えます。まず、「対話」「交流」「討論」「説得・納得」の４つに段階分けとベル分けがされ
ていること。そして、どのレベルも「聞く・わかる」「話す・聞く」という共通の能力がもとに
なっていて、レベルが上がるにつれて情報やコミュニケーションの相手は多くなります。
さらに、学年が上がるにつれてレベルアップするとともに、協調的レベルから主張的レ
ベルへと上がっていきます。このような関係図をもとになって、教科や領域ごとの能力
表に各能力要素が配列されているのです。 
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この「能力表解説モジュール」では、２１世紀型コミュニケーション力育成のため
の能力表とはどんなものかについて知るとともに、その基本的な考え方につい
て理解します。そして。国語や道徳の能力表について理解することにより、教科
や領域における能力表の見方を深め、２１世紀型コミュニケーション力能力表の
ポイントを確認します。 

7 


